
第11期にいがたキッズプロジェクト 

活動報告 



テレビ番組展開① 

2013年度上期は、4月下旬からのスタートで、合計12本の放送を行い
ました。年度に入る前の早春の撮影開始から貴重映像を得ることがで
き初回は県庁で営巣するハヤブサをご紹介しています。自然の岩場な
どで営巣するハヤブサが街の中で暮らし、子孫を残そうとしている姿
は、さまざまなことを私たちに語りかけています。 
また、成熟した森の木々で生きる「キツツキ」たちについてもアカゲラ、
アオゲラ、コゲラの３種類をシリーズで紹介することができました。私た
ちの身近かな環境も変化し続けていること、その変化を察知して野生
の生き物が利用していることなどをご覧いただいております。 
美しい映像にもこだわり、新潟県内でこのような生き物たちの日々があ
ること、子育ての必死さなど、キッズプロジェクトのねらいにも合致する
「いのちのドラマ」をご紹介しています。 

放送日時 毎週水曜（ネット番組の場合を除く） 
       夜19：55～20:00（正味2分30秒） 
内容    新潟県内の生き物 

        （野鳥を中心に紹介） 
監修    日本野鳥の会新潟県会長 石部久 

キツツキの仲間、アカラゲ。公園の年老いた樹木に、 

たたくとよく響く枝をみつけた。この場所をくちばしで 

「タタタタタ」とドラミングする。 

 

笹川流れの岩礁。5月、ウミネコは繁殖のため一帯の 

岩場で営巣する。岩のくぼみに海藻をしき卵を産む。 
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～今後の取り組み～ 

佐渡のトキについて、特殊な撮影プランを組んで今後映像を撮っていく予定です。魚類
も計画中。特殊撮影も準備中なので、ご期待ください。 

＜今年度上期の放送＞ 
ハヤブサ   街の中の岩山！？ 
エナガ    小さな人気者は大忙し 
ウグイス   美しい声の正体は 
マミチャジナイ他 落ち葉レストランのお客さん 
ヤマガラ   得意なのは木の実割り 
アカゲラ  シリーズ キツツキ①  
               森の響き 
アカゲラ  シリーズ キツツキ②  
               オスは一大事！？ 
アオゲラ  シリーズ キツツキ③  
               ジャパニーズグリーン 
コゲラ     シリーズ キツツキ④  
                 小さな森の番人 
コシアカツバメ ツバメもつらいよ！ 
ウミネコ   1 子育てはどこ？ 
ウミネコ   2 親子は岩場で… 

 

県庁のパラポラにとまるハヤブサのオスとメス。 

メスはオスより一回り大きく、存在感がある。 

このあと、交尾した貴重な映像も番組でご紹介している。 

ウミネコの親はエサを自分で半分消化して 

からヒナにエサを食べさせる。 

テレビ番組展開② 

サクラの木に営巣するエナガ、手のひら 

にのるほど小さな鳥で、画面中央下に 

見えるのが巣の入り口。 
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■レギュラー番組：子育て応援 週刊キッズラジオ 

■放送：毎週木曜 12：16頃～  

   「近藤丈靖の独占ごきげんアワー」内 

■パーソナリティ 近藤丈靖・和田朋子 

■内容：お母さんのお悩みを募集し、専門家の方に意見を伺う。 

■アドバイザー： 
 新潟市立入船小学校地域教育コーディネーター 小島良子さま  

 にいつ子育て支援センター 育ちの森 館長 椎谷照美さま 

 新潟中央短期大学 教授 石本勝見さま 

ラジオ番組展開 

コーナーでは、お悩み相談のほかにも、キッズプロジェクトで行った様々な
活動の模様などもお送りしております。 

5月23日（木）の放送では、その前の5月19日（日）に行われた、キッズ「田
植えツアー」にご参加いただいたお子さんのインタビューをお届けしました。 

ＷＥＢラジオ「ＲＡＤＩＫＯ」を活用すれば、パソコンやスマートフォンで、 

クリアな音声の番組をお楽しみいただけます。 
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信濃川ウォークリレー 

にいがたキッズプロジェクト信濃川ウォークリレー協議会委員 
 
座長 
 長岡造形大学理事長  
                                豊口 協 様 
 
委員 
 学校法人日本自然環境専門学校長  
                                五十嵐 実 様 
 国土交通省北陸地方整備局河川部 地域・水防調整官  
                                杉本利英 様 
 ＮＰＯ法人新潟水辺の会代表世話人 新潟大学名誉教授  
                                大熊 孝 様 
 新潟県県民・生活部環境企画課長  
                                皆川新一 様 
 新潟県土木部河川管理課長  
                                渡邉和敏 様 
 高等教育コンソーシアムにいがた事務局 新潟青陵大学事務局次長  
                                古山智規 様 
 新潟県教育庁生涯学習推進課長  
                                坪川 充 様 
 にいがたキッズプロジェクト運営委員長 ＢＳＮ新潟放送営業局長  
                                   斎藤和利 
 
                               （氏名五十音順） 
 

  実施スケジュール 

            
 ～第１回～  
   ６月１日（土） 
   大河津分水  
          
 ～第２回～  
   ８月５日（月）～６日（火） 
   夏休み１泊２日ツアー 
   阿賀野川＆五頭少年自然の家  
               
  ～第３回～ 
   １０月５日（土）  
   信濃川本川下流域 
   ～やすらぎ堤親子ウォーク～ 
         
 
 
 

 
 ４ 



信濃川ウォークリレー 第１回 

大河津分水（燕市） 

 大河津分水は、信濃川を新潟県燕市内（分水地区）にて分流し、長岡市内（寺泊大河津地区）を経て日本海に注ぐ分水路である。  
全長は9.1km。川幅は分流点の分水側に設置されている大河津可動堰付近では約720mあるのに対し、河口付近では約180mとなっ
ている。通常、川は河口へ向かうほど幅が広くなるが大河津分水では逆となっている。新可動堰が去年１１月に共用を開始。また大正
11年（1922年）に通水し、平成12年に現在の洗堰が通水するまでの78年間稼働した旧洗堰は、登録有形文化財として平成14年
2月14日に登録。 

会場の概要 

 夢の種：構想から完成まで２００年を要した大事業。 
      可動堰、洗堰を間近で体験し、夢を持つことの大切さを学ぶ。 
 食育の種：川の流れる町燕市の地元で採れた新鮮野菜を食べる。 

 参加者数： 親子参加で50組100名 現地集合・現地解散   対象年齢：小学1年生～ 
    参加費： 1人 ＠100円（保険・昼食代として） 
         

テーマ 

 魚道観察    体験水路 

参 加 者 数 

実施日時 

 ２０１３年６月1日（土）   

9：00  信濃川大河津資料館 集合・受付 
      信濃川ウォークリレー の説明 
     大河津分水の歴史、建設工事の映画 
     「信濃川と大河津分水～その志を知る～」 
  
10：00 大河津分水探検ウォーク開始！ 
12：00 多目的広場 昼食・自由時間 
       
13：30 ミニ信濃川 せせらぎ水路、体験水路で川に入って遊ぼう！ 
    信濃川のいきものを捕まえよう！いきもの講座 
    （＊捕まえた生き物は観察後、川に返します。） 
15：00 信濃川大河津資料館 解散式 
         

プログラム 
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新潟市の東隣に位置し、阿賀野川から五頭連峰までの広大な平野地域が阿賀野市。 
白鳥飛来地瓢湖と五頭温泉郷、ヨーグルト牛乳、瓦などが有名。五頭連峰少年自然の家は五頭連峰県立自然公
園内にあり、電気・水道・電話（携帯電話は多くの場合が圏外）などの文明社会の末端に位置しており、 
施設の先には建物は無く“人間界と自然界の境界線上”に立地。 

会場の概要 

いのちの種：清流、急流の中で自然の雄大さを感じるとともに、 
        困難克服と達成感を学ぶことで、生きる力を養う。  

テーマ 

     

阿賀野川＆五頭連峰少年自然の家（阿賀野市） 

 参加者数： 子どものみ参加（小学4年生～6年生）３０名    
  参加費： 1人 ＠７０００円（保険・宿泊費込み） 
 

参 加 者 数 

実施日時 

 ２０１３年８月５日（月）～６日（火）    

信濃川ウォークリレー 第２回 
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～１日目～  
１０：００  ヤスダヨーグルト工場見学 
１１：３０  キッチンカーを利用し、昼食で阿賀野の食材を満喫 
  午後  川沿いをウォーキング・川遊び 
        夕食調理（ワークショップ形式） 
          蒸しかまどを利用し炊きたてごはん体験！ 

        野外炊飯場にて夕食・キャンプファイヤー 
～２日目～ 
  午前  沢登り体験（グループで協力し、川を登る） 
  午後  バーベキュー 
       環境と人間のふれあい館の見学 

プログラム 



信濃川本川下流域 （新潟市） 
 ～やすらぎ堤親子ウォーク～ 

日本一の水量と長さを誇る信濃川が新潟市の中心街を貫流し海に注ぐ本川下流域。今も市域の1/4がゼロメートル地帯の新潟市は、
かつて何度も洪水に悩まされてきたが、数多くの放水路を造ることによって現在の繁栄を築いてきた。また2012年に堤防耐震化工事を
進めた「やすらぎ堤」は、工事を終え4月から市民、県民の憩いの場として再スタート。水辺の都市・新潟市を象徴するリバーサイドスペー
スとして人々を迎え入れる。ウォーキング・ジョギング・散策などにも絶好のロケーション。寛ぎながら水辺を歩き、「メディアシップ」から川を
眺め、親子で「川を感じる日に」。また川辺をウィーキングすることの効用や効果的なウォーキング方法もレッスン。その後も継続的に川辺
をウォーキングし、さらに親しんでもらえるキッカケづくりとしたい。 

  ２０１３年 １０月 ５日（土）  ９：００ ～ １４：００ ※雨天中止 

 参加者数：親子参加で２００名定員  ※約５Kmのコースを歩ける方 
         

  ウォーキング・コース概略図（メディアシップ折り返し）  

エコの種：「やすらぎ堤」を親子で歩き、信濃川を身近に感じながら環境を考える 

信濃川ウォークリレー 第３回 
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プログラム 

参 加 者 数 

テーマ 

実施日時 

会場の概要 

 ８：３０  新潟市陸上競技場 集合・受付 
 ９：００  新潟アルビレックスランニングクラブ講師 
       ウォーキングレッスン 

１０：００  やすらぎ堤ウォーク開始！（途中チェックポイントあり） 
１２：３０頃  陸上競技場ゴール・プレゼント抽選会・解散 



新潟日報 新聞告知 
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グリーンカーテンプロジェクト 
グリーンカーテンプロジェクトは、地球温暖化や、節電を考えるきっかけとして、エコの種を一緒にまき、育てていくプロジェクトです。 
 
新潟県内の中学生以下のご家庭に、ゴーヤの種（10粒） 栽培用ネットを３０００セット（先着順）プレゼント！ 
■種の応募方法 
氏名・年齢・学校名・学年・郵便番号・住所・電話番号・応募の動機を記入し、ハガキまたはHPにいがたキッズプロジェクト事務局に応募 
■募集期間  
5月11日～6月20日 
 
□種の配布場所 
2013年5月11日（土）12日（日）エコスタ 横浜×巨人戦 キッズプロジェクトブース  2日間で約200セット配布 
     6月2日（日）新潟県立植物園グリーンイベント キッズプロジェクトブース 約600セット配布 
□ハガキ 850セット 
□ＨＰ、メール 1,150セット 

□ＢＳＮ受付手渡し、その他含め  合計 3,000セット配布 
新潟県内にの子どものいるご家庭に目標の3,000セット（昨年は2,716セット）のゴーヤの種とネットが配布されました。 
グリーンカーテンを育てる事によって、節電、環境への思い、植物を育てる事の体験が出来たと考えます。 
 
■ＴＶＣＭ告知  2013年5月11日～2013年6月20日  間 15秒 30秒 告知CM放送 
■ラジオＣＭ告知 2013年5月11日～2013年6月20日 間 20秒告知CM 放送 

■新潟日報掲載 
 2013年5月20日 

■ポスター 
 500枚 
■チラシ 
 3,500枚 
 
県立植物園 
東北電力様 
で掲示 
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◆ 実施時期 

◆ 会   場 

◆ 参加家族 

◆ 企画概要 

 

2013年 7月13日（土） ～ 9月28日（土）  

メイワサンピア あおぞらファーム （新潟市西区赤塚4627-1） 

家族 16組  

にいがたキッズプロジェクトでメイワサンピア内の貸農園をお借りし、 

畑に野菜の種を植えて育て、最後に収穫し、料理教室を開催する。 

① 7/13（土） 畑作り・種植体験 ／大根・ベビーキャロット 

※ 当日は激しい豪雨のためプログラムを変更。収穫体験を実施。 

② 8/24（土） 畑作り・種植体験 ／ ベビーリーフ、カラフルファイブ、小松菜 

※ 当日は前日が豪雨のため、畝作りはせず、雑草取り、種植・収穫体験を実施。 

③ 9/28（土） 育てた野菜を収穫し、料理教室を開催。  

料理教室講師 ： ひばりっこくらぶ保育園さん（下記参照）スタッフ 

①③の模様はＴＶで収録し、後日放送。 

事業だけでなく、電波を通じ「食育」の大切さを訴えます。       

 

親子で植える！ 親子で育てる！ 親子で食べる！ 

             食育・植育プログラム  

      実施概要 

   参照：ひばりっこくらぶ保育園 

          神奈川県川崎市の私立認可保育園。食育保育にいち早く取り組み、 

          「 苦手な食材を、わからないように、小さく刻んでこっそり料理に混ぜてごまかしても、 

           子どもの偏食は解消されず食べる力も育たない。苦手な食材に興味を持ち、 

           子どもが「食べたい! 」と思ってくれるようになることが大切」 

           をコンセプトに「親子で作れる ひばりっこくらぶ保育園の偏食解消レシピ」を出版。 
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キッズプロジェクト読み聞かせ ＷＥＢ展開 
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キッズプロジェクト読み聞かせ ＷＥＢ展開 
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キッズプロジェクト文庫 WEB展開 
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＜親子田植えツアー＞ 

 
日時 ２０１３年５月１９日（日）  

 

会場 胎内市坪穴地区 （旧黒川村） 
 

担当アナウンサー 磯部恵美  

 

参加者数  親子６７人  

 

 

  

    ◇スケジュール 

      9：00 ＢＳＮ本社受付・バス出発 

    10:30 胎内市坪穴地区バス着、稲作・田植えの説明 

    11:00 田植え体験 

    12:30 昼食（おにぎり、汁物)、休憩、温泉入浴 

    14:00 お米の出荷施設（ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ）見学 

    15:00 胎内市坪穴地区バス発 

    16:00 ＢＳＮ本社着 解散 

 

イベント企画：にいがたキッズプロジェクト BSN新潟放送 

協力：新潟ケンベイ、農事組合法人百笑つぼあな、JA黒川村 

協賛：にいがたキッズプロジェクトメンバー 

各種イベント展開① 
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＜親子で作ろう！グリーンカーテン教室inイワコンハウス新潟＞ 

 
日時 ２０１３年６月２２日（土）１１：００～１２：００  

 

会場 イワコンハウス 無添加住宅 新潟西展示場 

 

講師 新潟県立植物園 副園長 倉重祐二さん 

 

 

 

 

  

    ◇スケジュール 

     11:00 グリーンカーテンプロジェクト説明・講師紹介 

         倉重先生の授業 

          ・植物面白話～身近な植物の意外に知らない面白話～ 

            ・温暖化の現状 

          ・グリーンカーテンをプランターで作るコツ  

     11:20 参加親子 グリーンカーテンの作業体験  

          ・ネットの張り方の指導 

          ・苗を核家族に配布し、摘心作業を実演  

     12:00 教室終了・解散  

     

イベント企画：にいがたキッズプロジェクト BSN新潟放送 

協力：イワコンハウス新潟 

協賛：にいがたキッズプロジェクトメンバー 

各種イベント展開② 
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各種イベント展開③ 

１６ 

＜タネマキスキー英語教室＞ 

 
日時 ２０１３年８月２３日（金）  

 

会場 寺尾幼稚園 （新潟市西区） 
 

担当アナウンサー  手島千尋 

 

参加者数  親子３０人  

 

    ◇プログラム 

      10:00  英語教室スタート・外国人講師紹介 

                        ・BSNタネマキスキー登場 

          ・みんなでハローソングを歌おう！ 

          ・からだのパーツを覚えるダンス 

          ・色を英語で言ってみよう！ 

          ・外国人講師の先生とダンスレッスン  

            

     11:00 教室終了・解散  

     

イベント企画：にいがたキッズプロジェクト BSN新潟放送 

協力：新潟こども医療専門学校 

協賛：にいがたキッズプロジェクトメンバー 
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 日  時 ： ２０１３年 １０月２０日(日)   １０：００ ～ １６：００予定 

 会  場 ： 万代シテイ バスセンター２階 （新潟市中央区万代１丁目） 

 主  催 ： にいがたキッズプロジェクト   

            ＢＳＮ新潟放送   

 後  援 ： 新潟県教育委員会 

 集客目標 ： 15,000人 

 告知方法 ： ＢＳＮ ＴＶ・ラジオ ・ ホームページ ・  

           チラシ（12,000枚） 他 

 備   考 ： 「第１６回 新潟市健康福祉まつり」と併催 

 ステージイベント 

 10：15      キッズパフォーマンス（ダンス・日本舞踊 他） 

 12：00   14：30   「平成ライダー大集合」ショー＆握手会 

 13：10       ママさんブラス「ひかり音楽隊」ステージ 

 13：45   15：40   ゆるキャラパレード 

 ブース 

・ キッズプロジェクトスポンサー様ブース（任意） ・  

・ アナウンサー体験ブース 

・ 体験ブース  など 
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グリーンカーテンコンテスト 
■キッズグリーンカーテンコンテストの目的 
各家庭でもエコ意識の高まりにより、様々な工夫を凝らしたグリーンカーテンを作っているのをたくさん見かけるようになりました。グ
リーンカーテンを作る意識は浸透してきていると考えています。その自慢のグリーンカーテンを写真や絵や作文をコンテストに応募し
ていただきます。コンテストの参加により、エコ意識を高める為と、グリーンカーテンづくりを意識を持って楽しく取り組める事を目的とし
ます。 
  
■応募対象 
・新潟県内在住の中学生以下のお子様（小学校１・２年生及び未就学児は保護者との共同制作可） 
・新潟県内に平成25年の春以降に各家庭に設置した、つる性植物によるグリーンカーテンを対象。 
  
■ＴＶＣＭ告知  2013年７月１５日～2013年９月30日  間 15秒 30秒 告知CM  
■ラジオＣＭ告知 2013年７月１５日～2013年９月30日 間 20秒告知CM  
 
■応募方法 グリーンカーテンを作成しての感想文、写真、または絵を最低１枚を付けて応募。 

 

◆個人部門 ＜金賞 図書カード 10,000円 銀賞 図書カード 8,000円 銅賞 図書カード 5,000円＞ 

・幼稚園、保育園の部 金賞１点 銀賞１点 銅賞１点  

・小学生の部     金賞１点 銀賞１点 銅賞１点 

・中学生の部     金賞１点 銀賞１点 銅賞１点 

  

◆学校部門 ＜各賞 １点 図書カード 20,000円＞ 

・幼稚園、保育園の部 １点 新潟県立植物園賞 

・小学生の部     １点 東北電力賞 

・中学生の部     １点 新潟県地球温暖化防止 

                  活動推進センター賞 

  

■コンテスト応募期間 

平成25年7月1日～9月30日 

 

■審査 
平成25年10月上旬実施 

審査員が応募作品の写真やコメントから、カーテンの出来、デザイン、節
電の工夫、アイデア、などについて総合的に審査を行い、入賞作品を決
定します。なお審査の結果該当作品が無い場合もあります。 
  
■表彰式 
平成25年10月中予定 
  
■結果発表 

コンテストの結果は個別に通知します。 
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ＢＳＮアナウンサーによる読み聞かせ 

 
 
 
 
 
 
 
 

キッズプロジェクトのスタート当初からの継続事業である朗読キャラバン。  
今年は年間12カ所実施を目標。 

今年度は今年度はＨＰ等で募集をかけ、読み聞かせを希望する場所へ積極的に
伺う事にした。 
 
6月までは応募が少なかったが、7月より、問い合わせ、申し込みが増えた。 

「ＢＳＮ読み聞かせを実施している」事を全県に再度認知をしてもらう事が必要と
考え、読み聞かせ先募集のＰＲを作成。 
実施風景も取材をし、事後の報告も行うようにしている。 
その模様を見た方から問い合わせも有り。 

■6月24日 阿賀野市 やすらぎの保育園 
 田巻アナ 磯部アナ 麦島アナ 
■7月26日 新潟市 新光町保育園 
 新海アナ 
■8月27日 湯沢町 土樽保育園 
 新海アナ 
＜予定＞ 
□10月3日 南中野山小学校 
 石塚アナ 喜谷アナ 
□12月 未定 鏡淵小学校 

＊キッズプロジェクトＨＰから募集 
＊募集告知用 ＴＶＰＲ １５秒３０秒 Ｒ１５秒 ３０秒 7月末よりスタート  
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にいがたキッズプロジェクト文庫 
第８期にスタートさせた「にいがたキッズプロジェクト文庫」の活動を継続、県内の子育て支援グループ、
読み聞かせボランティアグループ、特別支援学級等２０団体に対し、１００冊の中から希望する絵本２０
冊とキッズプロジェクト推薦の１冊（新潟県内の絵本作家様予定 調整中）の２１冊を寄贈いたします。 
 

 
 
 
 
スケジュール 
 
 
１０月中旬  応募用ホームページＵＰ募集開始 
１２月３１日 募集締切  
２月８日   当選団体最終選考会開催 
２月１０日  当選２０団体決定 
２月１３日    当選ご案内文書発送 
２月２７日  当選２０団体発表 （新潟日報朝刊に掲載） 
３月２日   にいがたキッズプロジェクト文庫贈呈式 
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